






The state of learning of the guardian support in 









































































































































































































































0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%
無回答 19人
わからない 13人
子ども一人ひとりの受け止め方 9人
園と家庭との連携 40人
保護者との信頼関係の築き方 87人
87名（51.8％）が「保護者との信頼関係の築き方」が大切であると回答
した。受容、共感、傾聴をベースに保護者とかかわっていくことが大切で
あるという回答が多く見られた。幼稚園教育要領では「子どもへのかかわ
り方や自分の子育てについて悩みや不安を感じている保護者に対しては、
その思いを十分に受け止めながら、保護者自身が自分の子育てを振り返る
きっかけをつくったり、子育てについて学ぶ場面をつくったりするなどし
て、家庭の教育力の向上につなげていくことが大切である。」と提言して
いる（７）。受容と共感の重要性においては、他の保育関連の科目において
も指導している内容であり、複数の教科で重複して指導することで、学生
の理解度が向上していることも考えられる。その他の回答と合わせると、
約８割近くが保護者支援において大切にしなければならないことを学生が
イメージできていることがわかる。
次に多かったのが「園と家庭との連携」であり、40名（23.8％）の学生
が回答している。保護者の置かれている家庭環境や人間関係を理解し、保
護者と協力していくという記述も見られ、園と家庭において、協力しなが
ら子どもを一緒に育てていくことの大切さを理解していることが読み取れ
る。さらに、注目すべき点は、「子ども一人ひとりの受け止め方」と回答
した学生が約５％いたということである。「子ども一人ひとりの受け止め
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方」をあげた学生に関しては、保育者がカウンセリングマインドを持ち、
子どもの気持ちを受け止め、一人ひとりに寄り添った保育を行っていくこ
とが、保護者が安心して子育てをできるように支援することに繋がるとい
う人的環境の重要さを理解していることが推察できる。
４．おわりに
保育実習の目標においても、子どもの保育だけでなく、保護者支援につ
いての総合的な学びがあげられている。しかし、今回の調査で、実際の保
育実習では、保護者支援の実際に実習生自らがかかわるということはな
く、担当保育者と保護者のかかわり方を見ることに限定されていることが
明らかになった。
また、いずれの設問にも１割以上の学生が回答できずにいる結果から、
保護者支援がどのようなことを指すのか具体的なイメージが描けないまま
実習を迎えている学生がいることが浮き彫りとなった。したがって、今後
も保護者支援の重要性が一層高まることを受け、保護者支援についてより
具体的なイメージが描けるような授業内容及び学習方法を工夫していく必
要があるが、そこには体験に基づく理解が重要となる。
保育者と保護者とのコミュニケーションが期待される現状にあたり、養
成校側から実習施設に対して、実習において保護者支援を経験する機会の
提供を働きかけることの重要性を提唱している（８）。保育者養成課程にお
いては、保育実習をはじめ、ソーシャルワーク関連科目を有機的に結びつ
け、学生自身が実際に体験してきたことを手がかりに、実際に保育者に
なった際には保育現場でその視点を活かした保護者支援ができるように育
成していかなければならない。
今後は、そのための具体的な学習として、保育実習では、保育者養成校
教員がスーパーバイザーとなり、保護者支援の実際に学生を参加させ、実
際の保護者とのかかわりを体験することを提案していきたい。さらに、実
保育者養成校における保護者支援の学びの現状
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習園との協力のもとに保育現場における問題の共有化を図り、保育者の質
の向上に取り組んでいきたい。
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